
・・調査研究

地域の歴史を共有するため登戸研究所調査

研究会が大切にする公開学習会。3月9日
には地域内外から多くの人が集まった
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後
8
0
年
過
去
か
ら
未
来

登
戸
研
究
所
調
査
研
究
会
の
い
ま
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月
1
回
調
査
委

新
た
な
発
見
も

「
電
気
が
、
研
究
所
が
疎
開

先
を
決
め
る
条
件
の
一
つ
だ
っ

た
の
で
は
。
・
戦
時
中
の
電
力
事

情
を
調
べ
た
い
」
「
こ
の
地
域
の

特
徴
を
証
明
す
る
た
め
に
も
、

全
国
と
の
し
っ
か
り
と
し
た
比

較
が
必
要
」

上
伊
那
地
方
の
有
志
で
つ
く

る
登
戸
研
究
所
調
査
研
究
会

が
、
調
査
研
究
活
動
で
聞
き
取

り
調
査
と
並
ん
で
大
切
に
し
て

い
る
の
が
調
査
研
究
。
月
1
回

開
く
調
査
委
員
会
で
は
、
元
大

学
院
教
授
や
大
学
名
誉
教
授
、

自
治
体
の
博
物
館
専
門
研
究
員

ら
で
つ
く
る
委
員
1
0
人
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
テ
」
マ
に
つ
い

て
話
し
合
う
。

ど
を
続
け
る
。
関
係
者
が
所
持

し
て
い
た
研
究
所
の
実
験
器
具

や
、
缶
詰
型
爆
弾
の
原
料
な
ど

を
保
管
し
て
い
た
赤
穂
分
工
場

に
関
す
る
文
書
、
研
究
所
長
が

当
時
の
赤
穂
郵
便
局
長
（
現
駒

ヶ
根
市
）
に
充
て
た
書
簡
な
ど

も
発
見
。
新
た
な
証
言
も
検
証

す
る
。
、
毎
年
夏
に
は
企
画
展
を

開
き
、
研
究
成
果
を
公
表
し
て

い
る
。
議
論
を
交
わ
す
ほ
か
、

駒
ヶ
根
市
の
中
沢
国
民
学
校

（
現
中
沢
小
学
校
）
や
、
爆
弾
の
爆

破
実
験
跡
、
本
部
の
あ
っ
た
宮
田

村
の
真
慶
寺
な
ど
、
関
係
箇
所

の
現
地
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

今
年
力
を
入
れ
て
い
る
テ
ー

マ
は
「
電
力
」
。
高
遠
電
灯
や
伊

那
電
気
鉄
道
、
中
沢
村
営
電
気
　
っ
た
地
域
の
電
力
事
情
に
着
目

事
業
な
ど
水
力
発
電
が
盛
ん
だ
　
し
、
「
研
究
所
疎
開
の
条
件
に
な

っ
た
の
で
は
」
と
の
仮
説
に
基

づ
い
て
議
論
を
深
め
て
き
た
。

調
査
研
究
は
そ
の
内
容
を
地

域
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
の
一
つ
。
電
力

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
7

月
1
日
か
ら
駒
ヶ
根
市
立
博
物

館
で
開
く
夏
の
企
画
展
で
展
示

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
発
表
す

る
予
定
だ
。

公
開
学
習
会
に

i
0
0
人
以
上
の
住
民

3
月
9
日
に
駒
ヶ
根
市
中
沢

と
に
、
中
沢
国
民
学
校
が
研
究

所
の
第
二
工
場
と
し
て
製
造
部

門
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
ナ
』

と
や
、
1
4
歳
だ
っ
た
同
校
高
等

科
2
年
生
4
2
人
が
1
9
4
5
年

の
4
月
か
ら
8
月
の
敗
戦
ま
で

爆
弾
製
造
に
従
事
し
て
い
た
ナ
」

と
、
さ
ら
に
は
現
地
の
少
年
か

公
民
館
で
開
い
た
登
戸
研
究
所
ノ
ら
高
齢
者
ま
で
を
招
集
す
る

調
査
研
究
会
の
公
開
学
習
会
。

会
場
は
1
0
0
人
以
上
の
地
域

住
民
ら
で
埋
ま
っ
た
。
「
世
話

人
の
方
た
ち
に
宣
伝
し
て
も
ら

っ
た
が
、
予
想
以
上
の
反
響
。

研
究
会
の
取
り
組
み
が
浸
透
し

て
き
て
い
る
と
思
う
」
。
事
務
局

長
の
松
久
芳
樹
さ
ん
（
7
3
）
＝
駒

ヶ
根
市
東
伊
那
＝
は
手
応
え
を

口
に
し
た
。

報
告
会
で
は
、
共
同
代
表
の

小
木
曽
伸
一
さ
ん
（
粥
甘
同
市

飯
坂
＝
ら
が
史
料
や
証
言
を
も

↓
国
民
戦
闘
義
勇
軍
」
が
創
設

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
な

ど
を
説
明
し
た
。

小
木
曽
さ
ん
は
「
研
究
所
が

疎
開
し
て
き
て
、
子
ど
も
た
ち

も
動
員
し
て
爆
弾
を
作
っ
た
こ

■
盲
は
事
実
。
た
だ
家
族
や
近
親

義
が
出
征
し
、
国
全
体
が
戦
争

壷
や
め
ら
れ
な
い
状
況
の
中
、

享
ど
も
た
ち
室
生
懸
命
勤
労

よ
に
従
事
し
て
い
た
。
あ
の
時
代

2
0
1
8
年
の
創
設
以
来
、

料
や
証
言
の
分
析
、
調
査
な

あ
の

歴
史
を

域
で
共
有

は
ど
う
つ
く
ら
れ
た
の
か
。
理

解
す
る
に
は
当
時
の
時
代
背
景

や
、
そ
れ
ま
で
の
歴
史
を
地
域

で
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
。
今

や
」
れ
か
ら
を
考
え
る
一
つ
の

奮
象
と
し
て
、
研
究
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
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．
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